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小学校全学年に対する薬育デザインの検討
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【目的】現在、小学校において薬育は義務化されていない。小学生への薬育は広
まりつつあるが、段階的に 1～6年生までの授業内容を示しているものは見受けら
れない。本講座では、2010年度、三宅らにより小学校 1、2、3～4、5～6年生に対
する発達段階別薬育の導入 1 回目が行われている。本研究では薬育 1 回目の効果
を検討し、薬育 2 回目を実施することにより、小学校での発達段階別薬育デザイ
ンの構築を目指す。 
【方法】都内の小学校１校の全校児童を対象とし、薬に関する誤認識の有無等に
ついて薬育前後に自記式質問紙法にて調査した。薬育 1 回目の効果の継続性は 2、
4～6年生において検討した。薬育 2回目は 1～6年生までそれぞれに発達段階別に
デザインし、各 1コマ、計 6回実施し、2～6年生における薬育 2回目の効果を調
査した。データ解析にはχ2独立性の検定、Fisher の正確確率検定を用い、有意水
準を 5％として統計処理を行った。 
【結果・考察】2011年度 2年生では、薬育前調査において、2010年度の薬育前調
査に比べて、誤認識をしている児童の割合は減少していた(P<0.05)。しかし、2010
年度の薬育直後調査と比べると増加する項目がみられた(P<0.05)。薬育 1回目の効
果の継続性はみられたが、月日が経つことで誤認識に戻ってしまう児童が存在す
るため、繰り返し薬育を実施する必要性が示唆された。薬育 2 回目の評価では、
2011年度に新しく追加した内容に関して、3～6年生で、薬育前に比べ誤認識をし
ている割合が減少した。今回 1～6年生まで 6段階で構築した発達段階別薬育デザ
インは全学年において理解可能な内容であったといえる。効果の継続性について
は来年度検証予定である。 


